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体制

⚫EJ
⚫ライセンス提供
⚫技術支援
⚫ヒアリング先、テストユーザー探し協力

⚫ONESTRUCTION
⚫ライセンス所有（Esri、Autodesk）
⚫実証

⚫ 属性項目

⚫ ソフト操作

⚫ BIMデータ変換

⚫ヒアリング先、テストユーザー探し協力

⚫スマートシティサーベイ
⚫計画
⚫スケジュール管理
⚫予算管理、経費管理
⚫経費、事務ドキュメント作成
⚫国土交通省（代理窓口：価値総合研究所）への事務手続き
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検証・課題分析等の全体概要
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維持管理・運用BIM更新

分析する課題と課題解決の対応策

BIMの活用効果と改善策

 BIM-FMを実証する事業者とソフトベンダーにより構成されるグループが、維持

管理でのBIM活用の事例が未だ少ないという課題認識のもと、中小企業も使用

可能で、多くの関係者がWebで共有可能かつ写真整理を効率化する手法を開発

することを目的に、施工BIMから維持管理BIMへの変換や維持管理業務の効率化

に係る課題分析、データ変換時間や維持管理業務の効率化等の効果検証を行

う。

BIMとモバイル端末をベースとした維持管理フロー、大規模修繕のための調査・計画手法の検討

 課題A）要件定義、データ設計を元に、施工BIMを維持管理BIMに効率良く変換できるか
 対応策の方向性：施工と維持管理のBIMの差異を、要件定義で明らかにし、なるべく既存のデータ
を再利用し、再作成の手間を軽減する形で変換する。

 課題B）スマートフォンなどで撮影した写真をBIMのフロアマップに紐づけて登録すること
で、整理時間の短縮や関係者への共有画面と一気通貫での実装が可能か。
 対応策の方向性：スマートフォン写真の位置情報、BIMの位置情報を統合的に管理できるようにGIS
データとして扱う。BIMを高機能PCソフト「ArcGIS Pro」に取り込む。クラウドサービス「ArcGIS 
Online」「GeoBIM」で写真の追加、関係者への共有を行う。

 効果A）データ変換時間（要件定義、データ設計を除く。）

 目標：3日間

 効果B）-1 写真の整理の時間、関係者への説明用資料の作成時間の削減

 目標：従来手法と比較し、20%削減

 効果B）-2 関係者間の共有と理解

 ヒアリング、アンケートで把握 令和４年度 BIMを活用した建築生産・

維持管理プロセス円滑化モデル事業
（中小事業者BIM試行型）
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プロジェクトの概要
用途 オフィスビル

床面積 64,750㎡

階数 地上7階

構造種別 鉄骨造

区分
既存（増改築・改修の設計・
工事等 無）

検証・分析の対象など

業務ステージ ：S7

標準ﾜｰｸﾌﾛｰのﾊﾟﾀｰﾝ ：④

検証の時期 ：仮想的なプロジェクト



BIMとモバイル端末をベースとした維持管理フロー、大規模修繕のための調査・計画手法の検討
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高機能PC用GISソフト
ArcGIS Pro

クラウドGIS
ArcGIS Online

帳票出力設定
現地調査用

設定

BIM Web
共有設定
GeoBIM

施工BIM

• 位置合わせ
• フロア分解
• 維持管理用属性項目設定

ダウンロード

Autodesk 
Construction Cloud 

& BIM 360 

• クラウドから最新のデータを連携

アップロード 関係者Web共有

現地調査モバイルアプリ
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【プロジェクト実施工程＋効果検証・課題分析フロー】 様式３－２

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

 

サンプル画面の作成 元データの入手 要件定義

設定

データ変換・調整

写真検証

建設会社への協力依頼

ヒアリング、アンケート 統括・報告

・推進会議 ・推進会議

・環境整備部会 ・環境整備部会 ・環境整備部会

※実施する事業項目毎に枠を作成し、実施スケジュールを記載して下さい。

※必要に応じて行を追加・削除して下さい。

具体的な内容

令和４年度（※黄網掛け部は事業実施期間（予定））

※適切に上記項目を包含するものであれば、様式は適宜修正することは可能です。

要件定義、データ設計、データ変換

両方の課題分析

写真整理時間の効果検証

参考）令和4年度建築BIM推進会議・建築BIM環境整備部会（予
定）

令和３年度

ソフトウェア・クラウド共有設定

データ変換時間の効果検証



実証画面（PCソフト:ArcGIS Pro）
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実証画面（Webブラウザソフト:ArcGIS GeoBIM）
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実証画面（Webブラウザソフト:ArcGIS GeoBIM）
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建設DX展でコンセプトデモの展示



デモサンプル画面:Webブラウザでの3Dフロア＋スマホ写真
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